







その他のタイトル On the Ancient Language of Kudara as Reflected













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































／k st n p mj／
となる。また語頭に立つ母音としては
／aio uき／
の5種となる。しかしこれは資料の数も少いので、確定的なことはいえない。
0／j／を子音とみるか、母音の一種とみるかは、母音という概念の問題でもある。私
としては、母音の中へ入れてよいのではないかと患っている。拙稿「国語の母音」（『佐
伯梅友博士喜寿記念国語学論集』昭和51年12月）
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2．話　中　昔
話中音としては、前項の話中母音と、一語の語中子音とを見なければならな
い。よってここでは語中字をまず検討して、ついで前項の語中母音とを組み合
わせてみよう。
次3ttS‘ied】＝見1【gn皇eg】且2【tanl　老7【16g］＝禄lllGk］述3［d‘皇wat］
坪2【b‘匝ngl　己3【毎g］陵2［1まang】手1【g真wanJ　串llkwan］召1
ld真〇g】＝洲1【モi6g】也3【d皇ag］（＝野）林2［l主6g】知7［t皇eg］＝智lt皇egJ＝
乙2【まat］奈3［nad］＝乃4lnSg】弗llp皇W5t］阿5la】悦1【j皇wat］買3
lmeg】伐Hb‘皇wit］＝抜llb‘皇W翫】＝麻1【mwa］共1【g‘如n一g】馬8【mw五g］
勿8［m皇W叫＝武1【mまwag】支4匹eg】＝今7tYieg】礼8【lied】斯4【S皇巧】＝
自1【dz皇ed］旨．lk皇ed】＝直1【d‘室ak］龍1【l皇ung】＝沙1【sa】里13tliagJ
良5［1如g】戸6【夷ed】伊7ト皇d】西2【sied】弥4【m拉r】＝軌【m皇ed】
琴1【g‘iam］平1【b‘ieng］羅2【1aJ　紀1【k皇agJ　本1［pw5n】肖1【S室3g］
文1【m室W5n］大2【t‘ad］＝泰1［tad］染l［siat］於1［・ag］＝冶1【d声g】冬2
lt6ng】力1【1皇ak］助1【dz‘agJ　子1【ts童3g］蝕［血iang】只9［kieg】＝
岐1【g‘ieg】利2［1ied］豆1【d‘Gg】夫島【p皇wag］余ltd皇ag］比1【p主ed］
非1【p室W5d］六1【1主ok］＝育1【g‘皇ok］脾llngied］音2［・3m】近1［g暦n］
実1【d‘皇et］存1ldz‘W5n］首1【鯨波l　屈1【kまW5t］嗟1【tseg】＝沙1【saI
忽1【kwSt］骨1【kw5t】仇1lg‘室6g】斤1【娃叫　居1【k皇ag】
語中音も整理して表ⅠⅠとする。
まず、話中に母音音節の存在することが指摘できるが、これが実際の発音状
況を写したものとすれば、その母音の前で音に切れ目があったのではないか、
その母音は別の形態素ではなかったかという疑いがあるが。これについては、
「難珍阿」の箇所で洪氏の論がある。
／kHsHtHnHpHm日豊／を設けることは前の考察と同じでよいであろう。
ただ／ts／を立てるかどうかは微妙なところであるが、さきに『日本書紀』中
の百済語言の考察をした場合は／tsノを1音として立てた。しかしここでは「嗟
【tsegト沙【sa】の例があるので、やはり／S／の中に含めることにする。また
／l／が出てくることは、いわゆるアルタイ言語の特徴として顕著な事実である。
すなわち、語中の子音としては、語頭の子音に比して、ノ1／の増加という点だ
けが異なることになる。
なお、子音に清濁の対立のなかったらしいことは、「召［d皇〇g】＝洲匝og】」「斯
【S皇eg】＝自【d舅ed】」にみられる。
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また有気、無気の対立もなかったごとくで、「大【t‘叫＝泰【tad】」「次　警
lts‘ied】＝鬼【gn童eg］」抜【b‘皇wat］＝麻【mwa］の例にもその通用がみられる。
話中母音について考える。
ノa／の類について、子音との結び付きを表Ⅰ，ⅠⅠを合すれば下の如くになる。
数字は合計用例数。
????
????????
2
1　　4
k＋waという結び付きを例外とすれば、後はすべて相補的であるから、／a／
は1音としてよいと思う。ノkaノと／kwa／とが対立した音韻であったかどうか
は未詳である。
上皇e】が－母音として立てられることは言うまでもない。音韻としては／i／と
する。
【aglの音は中国中古音では【uo】となる音であるから、これらを／0ノとして
一括すれば、
kaglO S五g5　dz‘ag2　nagl
古・固所・蘇　助　　奴
などは／0／の音とすることができる。これに介母【ま】の加わった
k皇ag5　g‘墓agl Z墓ang2　血毎tl d拍g5　蜘ng5
居　　巨　　上　　熱　也・野　良
などはそれぞれ口蓋化した音として存在していたのではないかと思われる。た
だこれらの昔を1音として立てるかどうかはさらに検討を要する。
【皇wa日量W五日沌日量uH量る】匝】の群はそれぞれ用例が少いので、確実なこと
は言えないが、日本字音で／u／に発音されるものが多いので、／u／としておく。
水を意味する「買【megJは【mi1－muJr】といわれ、／e／ではないし、「嵯
【tsegJ＝沙lSa】」という例もあるから、これも／e／ではない。／e／という音韻
は立てにくい。
／∂／を中心とする音には、持＝お目匝＝伽向け毎朝　という音があるが、この
分布を見ると次の如くになる。
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?????????
??】??
???????
?
???????????
こうしてみると、一番優勢なのはtね】であって、これに次ぐのが、［室W51と
twう】である。そこで上の表を見ると、川　については【皇31しか付かないし、
fmJにはrw舅　しかつかない。【りは音の位置が上顎にあるから、rわJという
前寄りの母音が付き、／m／は唇音であるから、撮口性のトW－】が付くのではな
いか。／p／もまた／m／と同じとすれば、これらの母音を二つ乃至三つに分ける
ことは、ここでははっきりした証拠はないごとくである。また、末【m皇W5d】＝
昧」mwSd】という例もある。
以上をまとめてみると、母音としてほ、
／aiu o a／
ということになろうか。
3．母音詞和
上の母音を見ると、恐らく／∂／が他の群と別類をなしているのではないかと
考えられるが、この予想に対しては、こまった証拠がある。すでに1頭音字に
おいて見たごとく、
甘【kaml＝威【Yam】
古匹ag二鳥匝wn】＝巨【g‘皇ag】
夫【p皇wagJ＝分rp真W5n】
という例があり、／aHu／と／〇／とが相通して用いられている。しかし、語の
中には、
今勿【k皇9m m皇W5t】
屈直【k皇W5t d‘皇ak】
斯紀本【S皇eg匝gpw叫
進仇乙tts皇en a皇ang Pt】
任存r丘童∂m dz‘W5nJ
などの例もあり、母音調和かと思われぬでもないが、最も基本的な語である
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「夫里【p皇wagl皇ag】」なども、母音調和をなしていない。（ト皇waIを／a／と同
類とすれば話は別になるが）ともかくもう少し精査すべきであろう。
3．語　末　音
譜宋音を見ると、次のようになっている。
母音終止　98
n　音終止10
t　音終止16
ng　音終止　8
k　音終止　1
母音終止が圧倒的であることは当然予想されたところである。t音終止につ
いても、
甘勿阿＝成悦
居抜＝固麻＝居伐
今勿＝今武
のような、母音終止と相通しているもの、
k音では　屈旨＝屈直　伯伊＝壁
n音では　尿＝折文
などの例もみられ、恐らく大部分は母音終止であったものが、表記字のために
残っているように見えるのであろう。ただし、『日本書紀』で見たごとく、／－n／
は存在したかも知れない。　　　　　　　　　　　　　　（馬淵和夫）
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